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１．研究計画の概要 
(1) 有理関数力学系、自己相似写像から作ら
れる  C*-環のゲージ作用に関する  KMS 
state について以前から行っていた研究をさ
らに進める。 
(2) 分岐点を持つ場合など、有限生成ではな
いヒルベルト C*双加群に対して、生成する 
C*-環の性質をさらに調べる。 
(3) 有理関数力学系から作られる C*-環に対
する研究をさらに続けるとともに、単一の有
理関数から作られる力学系以外の状況に対
しても C*環を構成し、単純性、純無限性を
与える条件を見出す。さらに具体例について 
K-群の計算を行い、もとの力学系の情報の復
元を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 有理関数力学系および自己相似写像から
作られる力学系から、ヒルベルト C*-双加群
によって C*環を構成し、その上のゲージ作
用に関する KMS state の分類の研究を完成
させた。特に有理関数力学系においては 
KMS state の完全分類を行うことができ、
C*-環とゲージ作用の情報から、もとの力学
系の分岐点の数、被覆次数、例外点の個数、
タイプなどの情報を復元することができた。
さらに、 KMS state から生成されるフォン
ノイマン環の型の分類も完成させた。以上の
結果を論文として発表した。さらに、分岐点
の逆軌道の情報も一部復元することができ、
日本数学会で発表した。 
(2) 有理関数力学系の一般化である代数コレ
スポンデンスに対してヒルベルト C*双加群

によって C*-環を構成し、単純かつ純無限に
なるための条件を与えた。さらに不変集合が
とーラスの場合の具体例について K-群を計
算し、グラフが結びつくことによってできる
分岐点が K-群に現れることを示した。 
(3) 有理関数力学系、および自己相似写像力
学系から作られるヒルベルト C*-加群は有
限生成ではなく加算基底を用いる必要があ
るが、これまで具体的な加算基底の構成は知
られていなかった。すべての有理関数力学系
と適切な条件を満たした自己相似写像力学
系から作られるヒルベルト C*-加群に対し
て加算基底の具体的な構成を行った。さらに
その応用として、これらの力学系から作られ
る C*-環の KMS state の構成の別証明を行
った。 
 (4) Cuntz-Pimser 環 の 一 般 化 で あ る 
relative Cuntz-Pimser 環に対して  KMS 
state の構成定理を拡張し、応用として、有
理関数力学系などの離散化と思えるグラフ
力学系から作られる C*-環の KMS state 分
類を行っている。また、有理関数力学系から
作られる C*-環において、リーマン球面上の
関数からなる環が極大可換になることを示
した。これら研究の経過は日本数学会で発表
している。 
 
３．現在までの達成度 
 当初の目的以上に進展している。 
 （理由） 
(1)特に有理関数力学系に対して  KMS 

state の完全分類を行い、さらに構成された 
C*-環とゲージ作用から、もとの力学系につ
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いての多くの情報を復元することができて
おり、この結果はインパクトが強い。 
 (2) 分岐点を持つ被覆から作られるヒルベ
ルト C*-加群の加算基底を具体的に構成す
ることは今までに行われていなかった。さら
に今回採用した方法は、ウエーブレットとの
関係も期待できる。 
  (3) 代数コレスポンデンスは、有理関数と
クライン群の双方を含む一般的な概念であ
り、多くの例を含んでおり、証明した定理は
多くの適用例を持つものである。 
 (4) KMS state の研究をさらに発展させ、
有理関数力学系の場合に分岐点の逆軌道の
情報を一部復元している。Cuntz-Pimsner 
環の構成でリーマン球面上の連続関数環が
標準的なものではないので、興味深い。この
研究は、極大可換環の研究と合わせて、有理
関数力学系、自己相似写像力学系から作られ
る C*-環のコアの解析につながっている。 
 (5) 複素力学系の研究集会で講演し、多くの
有益なコメントを得、複素力学系と作用素環
の交流についての展望を得た。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 複素力学系の離散化と考えられる記号
力学系の１種である有限グラフから作らか
ら作られる C*-環に対する KMS state の分
類の研究を完成させ、論文として公表する。 
 (2) 有理関数力学系、自己相似写像力学系
から作られる C*環のコアの解析を進め、性
質を研究するとともに、記号力学系とのアナ
ロジーの観点からの研究も進める。 
(3) 有理関数の状況からの拡張をさらに進
める。また Self-similar group との関係も
徐々に明らかにしていく。 
(4) 極大可換環について得られた結果から
複素力学系の軌道同形の理論の発展につな
げていく。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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